
大
好
き
な
渋
川
の
た
め
に

し
っ
か
り
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！  

は
っ
き
り
Ｎ
Ｏ
！
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日
頃
よ
り
私
の
議
員
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
の
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

国
税
庁
の
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
民
間
企
業
で
働
く

人
が
、
平
成
21
年
中
に
受
け
取
っ
た
平
均
給
与
は
、
４
０
５
万
９
０
０
０

円
で
前
年
を
23
万
７
０
０
０
円
下
回
っ
て
い
ま
す
。
給
与
の
う
ち
「
賞

与
」
は
56
万
１
０
０
０
円
で
、
前
年
比
８
万
５
０
０
０
円
の
大
幅
減
。

「
給
料
・
手
当
」
は
３
４
９
万
７
０
０
０
円
で
同
比
４
・
２
％
減
で
す
。

下
げ
幅
は
過
去
最
大
で
、
年
収
３
０
０
万
円
以
下
の
人
が
全
体
の
４
割

を
超
え
て
い
ま
す
。 

　

県
会
議
員
の
給
与
・
賞
与
と
比
べ
た
時
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
あ

ら
た
め
て
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）。
県
政
・

県
議
会
を
身
近
に
し
「
見
え
る
・
感
じ
る
・
役
立
つ
」
も
の
に
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

決
意
新
た
に
必
ず
や
り
と
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

  　

平
成
二
十
二
年　

十
月　

９月議会報告、市政いろいろ、県政いろいろ

商工会議所青年部・関東地区大会（太田）に
参加。尾島ねぶた大太鼓の前でメンバーと

まちなかふれあいフェスティバル 
渋川かるた大会で審判を務める

第５回子育てフェスティバル（北橘公民館） 
駐車場係で頑張りました

( 社 ) 日本青年会議所・全国大会（小田原） 
青年会議所もあと２カ月で卒業となります

介護職員基礎研修講座開設に協力 
ジョブシティカレッジ・スマイル開校式であいさつ

渋川市倫理法人会・さわやか清掃
渋川駅トイレ清掃ボランティアに参加

渋
川
市
議
会
議
員　

金
子 

わ
た
る
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ふ
る
さ
と

朝、街頭でお
会いしましょ

う！



公
共
施
設
の
指
定
管
理
者 

22
施
設
で
５
年
間
の
延
長

都
市
計
画
税
０
・
25
％
に
統
一 

８
０
０
０
万
円
減
収

談
合
問
題
調
査
特
別
委
員
会

反
対
多
数
で
設
置
を
否
決

市
税
収
納
率
は
90
・
１
％ 

滞
納
繰
越
は
８
億
８
５
０
８
万
円

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
書 

Ｈ
23
年
３
月
の
提
出
は

看
護
学
校
へ
の
運
営
費
補
助 

学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
を

Ｈ
28
年
度
よ
り
交
付
税
減
額 

33
年
度
に
は
23
億
円
減

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム  

民
間
と
協
働
し
た
取
組
み
を

公
債
費（
借
入
金
）総
額

市
民
一
人
当
た
り
72
万
円

Ｈ
21
年
度
決
算

一
般
質
問

　

市
民
会
館
等
の
22
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。 

　

運
動
施
設
や
公
園
等
は
管
理
公
社
に
、
高
齢
者
・

障
害
者
施
設
等
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
白
井
宿
ふ

る
さ
と
物
産
館
等
は
道
の
駅
こ
も
ち
で
、
Ｈ
23
年
４

月
か
ら
５
年
間
で
す
。
経
営
状
況
の
厳
し
い
ス
カ
イ

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
は
３
年
間
で
す
。
ス
カ
イ
テ
ル
メ
等

の
日
帰
り
温
泉
４
施
設
は
、
公
募
に
よ
る
選
定
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

　

質
疑
の
中
で
、老
人
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

障
害
者
施
設
は
設
置
運
営
の
在
り
方
を
23
年
度
半
ば

ま
で
に
検
討
し
、
高
齢
者
福
祉
計
画
、
障
害
者
福
祉

計
画
に
反
映
す
る
こ
と
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
は
指

定
期
間
内
で
も
譲
渡
や
売
却
も
検
討
す
る
こ
と
が
答

弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
都
市
計
画
税
の
税
率
は
渋
川
地
区
０
・
３

％
、
伊
香
保
地
区
０
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

都
市
計
画
税
制
度
検
討
委
員
会
で
は
、
伊
香
保
地

区
の
公
共
下
水
道
改
築
事
業
に
多
額
の
事
業
費
が
か

か
る
こ
と
等
を
理
由
に
、
０
・
３
％
の
答
申
で
し
た

が
、
再
検
討
の
結
果
、
Ｈ
23
年
度
よ
り
０
・
25
％
と

な
り
ま
し
た
。 

　

現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
観
光
事
業
・
産

業
界
に
与
え
る
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
市
も
非

　

談
合
問
題
の
調
査
特
別
委
員
会
設
置
の
議
員
提
案

は
、
賛
成
12
・
反
対
16
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
独
自
の
調
査
は
必
要
と
考
え
ま
す
。
否
決
は

誠
に
残
念
で
す
。

　

Ｈ
21
年
度
の
市
税
は
、
１
２
６
億
５
４
７
３
万
円

の
請
求
に
対
し
て
、
納
付
金
額
１
１
３
億
９
８
９
７

万
円
で
、
収
納
率
は
90
・
１
％
で
し
た
。

　

市
税
の
長
期
滞
納
の
内
、
収
納
が
見
込
め
な
い
と

し
て
不
納
欠
損
と
し
た
額
が
５
９
４
９
万
円
あ
り
ま

し
た
。

　

滞
納
繰
越
分
は
８
億
８
５
０
８
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
１
億
４
３
６
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

わ
た
る　

渋
川
市
は
豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
に
囲

ま
れ
、
そ
の
利
活
用
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
が
図

ら
れ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。 

　

市
も
環
境
基
本
計
画
の
中
に
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の

推
進
を
盛
り
込
み
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
も
策

定
し
ま
し
た
。
Ｈ
23
年
３
月
で
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
書
の
提
出
が
締
切
ら
れ
ま
す
。提
出
の
考
え
は
。 

　

ま
た
、
国
は
二
酸
化
炭
素
排
出
権
取
引
等
の
施
策

も
進
め
、
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
先
進
地

と
な
る
た
め
に
も
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。 

答
弁　

国
の
新
た
な
施
策
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

わ
た
る　

地
方
で
は
医
療
の
担
い
手
で
あ
る
看
護
師

不
足
も
進
み
、
地
方
都
市
の
地
域
医
療
は
崩
壊
し
か

け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

渋
川
市
に
は
地
区
医
師
会
立
の
准
看
護
学
校
と
看

護
専
門
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
准
看
護
学
校
は
今

年
（
Ｈ
22
年
）
３
月
に
閉
校
と
な
り
、
看
護
専
門
学

校
も
来
年
度
（
23
年
度
）
に
は
生
徒
の
募
集
を
停
止

し
ま
す
。
そ
し
て
24
年
度
か
ら
は
、
３
年
間
の
修
学

年
限
で
看
護
師
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
、
北
毛
地
域
で
は
唯
一
の
看
護
学
校
と
し

て
新
た
に
開
校
し
ま
す
。 

　

渋
川
総
合
病
院
で
も
看
護
師
不
足
対
策
は
緊
急
の

課
題
で
す
。
市
と
し
て
も
、
看
護
師
養
成
機
関
・
市

内
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
運
営
費
助
成

や
、
卒
業
後
に
市
内
医
療
機
関
に
就
職
す
る
学
生
へ

の
奨
学
金
制
度
を
、
24
年
度
よ
り
創
設
す
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
方
針
は
。 

答
弁　

看
護
学
校
開
校
に
向
け
て
、
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

＊
市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
に
よ
り
経
費
の
節
約
が
可
能
に
な
る
こ
と
か

ら
、
普
通
交
付
税
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
は
節
約
の
効
果
が
出
な
い
た
め
に
、
合
併
後

11
年
目
か
ら
15
年
目
に
か
け
て
段
階
的
に
縮
減
さ
れ

ま
す
。 

わ
た
る　

渋
川
市
の
普
通
交
付
税
は
、
Ｈ
27
年
度
ま

で
は
合
併
特
例
措
置
で
年
間
66
億
円
程
度
の
見
込
み

で
す
が
、
33
年
度
に
は
約
23
億
２
０
０
０
万
円
が
減

額
に
な
り
、
年
間
42
億
８
０
０
０
万
円
に
な
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。
市
の
対
応
策
は
。 

答
弁　

組
織
機
構
の
見
直
し
や
定
員
管
理
等
の
行
政

改
革
を
進
め
、
予
算
編
成
方
式
も
検
討
し
ま
す
。

わ
た
る　

渋
川
市
の
豊
か
な
自
然
や
温
泉
、
農
業
体

験
や
環
境
施
策
等
を
活
か
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
む
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
き
ま
し
た
。 

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
と
連
携
し
、
都
市
部
か
ら

の
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
は
。 

　

Ｈ
21
年
度
、市
の
全
て
の
会
計
（
一
般
会
計
・
国
保
・

介
護
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
水
道
・
病
院
会

計
等
）の
総
額
は
５
４
３
億
６
０
９
４
万
円
で
し
た
。 

　

こ
れ
に
対
し
、
21
年
度
末
（
22
年
３
月
31
日
現
在
）

の
市
の
借
入
金
の
総
計
は
６
１
２
億
５
２
３
５
万
円

で
、市
民
１
人
当
た
り
約
72
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

前
年
度
は
約
71
万
５
０
０
０
円
で
し
た
。
広
域
組

合
負
担
分
を
入
れ
る
と
、
さ
ら
に
借
入
金
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

22の公共施設の指定管理者決定、都市計画税は0.25％に、Ｈ21年度決算認定 
一般会計の補正額は１億2,445万円、一般質問は看護師確保策やバイオマスタウンを質問

渋川市民会館の指定管理料は５年間で６億 1,084 万円

農業体験事業『ふれあいファーム』

H24 年度、新看護学校へ 
渋川看護専門学校

都市計画税は
下水道工事等
に使われます

平成 22 年９月議会が９月３日～ 28 日まで開催されました。公共施設の指定管理や　９月補正予算、Ｈ 21 年度各会計決算等、51 件の報告・議案を可決・承認しました。 
私の一般質問は、バイオマスタウン構想やグリーンツーリズム、地域防災、財政問題、看護師確保策としての看護学校運営費補助や奨学金制度創設について行いました。

答
弁　

観
光
を
核
と
し
て
、
農
協
や
温
泉
旅
館
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

９月
議会

23

常
に
厳
し
い
財
政

の
中
、
22
年
度
の

都
市
計
画
税
見
込

み
額
で
計
算
す
る

と
、
８
１
９
９
万

円
の
減
収
と
な
り

ま
す
。



わ
た
る
は
初
心
を
忘
れ
ま
せ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

今
日
も
お
元
気
で

老人保健施設の設立に携わり 
ソーシャルワーカーへ 
高齢者介護のエキスパート

（抑制廃止研究会シンポジウム）

( 社 ) 渋川青年会議所で 
理事、監事を務める 
まちづくりを実践

（ちびっこへそパレード）

消防団員として 
安全・安心のために活躍 
現在、第６分団分団長

（ポンプ操法競技会）

渋川商工会議所青年部理事を務める 
若い経営者と力を合わせ
商工業の振興に全力で！

（伊香保ハワイアンフェスティバル）

渋川市体育協会理事として 
スポーツ振興に取り組む 
現在、渋川テニス協会会長

（市民スポーツ祭総合開会式）

全国の若手政治家との交流
現在、関東若手市議会議員の会会長

（第 1 回 全国若手政治家サミット ）

生徒会長として体育祭で旗手を務める取材で学会に出席現場第一主義をモットーに

28
歳
の
初
当
選
以
来
、若
さ
ゆ
え
の
「
お
ご
り
、う
ぬ
ぼ
れ
」

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
早
朝
か
ら
通
勤
す
る
方
々
に
、

通
学
の
学
生
さ
ん
に
、
道
行
く
人
々
に
あ
い
さ
つ
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
も
う
12
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

わ
た
る
は
約
束
し
ま
す

あ
な
た
の
声
を
県
政
に
届
け
ま
す
！

わ
た
る
は
続
け
ま
す

わ
･
わ
･
わ
通
信
の
発
行
も
１
０
０
号
に
！

わ
た
る
は
や
り
ま
す

や
り
ま
す
現
場
第
一
主
義
を
！

渋
川
中
学
校
の
生
徒
会
長
を

第
１
回
子
ど
も
議
会
の
議
員
に

渋
川
高
校
で
第
17
回
『
榛
嶺
祭
』の
実
行
委
員
長
に

大
学
で
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
医
学
雑
誌
の
編
集
者
に

ふ
る
さ
と
渋
川
に
帰
り
、
渋
川
市
議
会
議
員
に

真
っ
直
ぐ
な
少
年
か
ら
市
議
に 

ふ
る
さ
と
渋
川
へ
の
思
い
は
誰
に
も
負
け
な
い

市
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
願
い
、
希
望
、
夢
、
つ

ぶ
や
き
を
県
政
に
届
け
ま
す
。 

市
議
会
で
も
、
12
年
間
一
回
も
休
ま
ず
一
般
質
問
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
要
望
、つ
ぶ
や
き
を
実
現
す
る
た
め
に
、渋こ

の
ま
ち川
で
、

見
て
、
聞
い
て
、
確
か
め
て
、
渋こ

の
ま
ち川

の
声
を
県
政
に
届
け

ま
す
。 

現
場
第
一
主
義
は
私
の
公
約
実
現
の
要
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
所
属
の
ち
ょ
っ
と
生
意
気
な
、
で
も
面
倒
見
の

い
い
、
何
よ
り
も
友
達
を
大
切
に
す
る
少
年
で
し
た
。

中
学
３
年
生
の
時
、
初
め
て
行
わ
れ
た
『
子
ど
も
議
会
』
の
議

員
に
。「
勉
強
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
そ
の
た
め
の
設
備
改

善
」
が
わ
た
る
議
員
の
質
問
で
し
た
。

渋
川
高
校
に
進
学
後
は
、
水
泳
部
と
演
劇
部
に
所
属
。
２
年
に

一
度
の
文
化
祭
で
は
実
行
委
員
長
に
。
舞
台
裏
に
回
っ
て
初
め

て
わ
か
る
準
備
の
重
要
性
と
苦
労
の
多
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
は
、
今
で
も
わ
た
る
議
員
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
国
際
化
の
時
代
、
語
学
が
重
要
に
な
る
と
、
獨
協

大
学
外
国
語
学
部
へ
進
学
。
卒
業
後
は
医
学
雑
誌
の
編
集
者
と

し
て
活
躍
。
語
学
力
を
活
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
海
外
取
材

メ
ン
バ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

雑
誌
編
集
者
時
代
、
自
分
よ
り
も
厳
し
い
環
境
の
中
で
頑
張
っ

て
い
る
多
く
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

た
わ
た
る
青
年
。
そ
の
後
、
ふ
る
さ
と
渋
川
に
帰
っ
て
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
平
成
11
年
に
渋
川
市
議
選
に
立
候
補
し
初
当

選
。
28
歳
の
時
で
し
た
。

議
会
と
市
民
を
つ
な
ぐ
『
わ
･
わ
･
わ
通
信
』
を
発
行
し
続
け

て
12
年
・
１
０
０
号
と
な
り
ま
し
た
。 

広
報
に
は
な
い
渋
川
の
姿
を
、
皆
さ
ま
の
知
り
た
い
情
報
を

お
知
ら
せ
し
続
け
て
き
ま
し
た
。 

『
わ
･
わ
･
わ
通
信 

県
政
版
』
も
必
ず
お
届
け
し
ま
す
。

　

12
年
前
、
ふ
る
さ
と
渋
川
市
の
た
め
に
自
分
の
も
て
る

力
の
全
て
を
発
揮
し
、
元
気
な
、
夢
と
希
望
と
誇
り
の
も

て
る
ま
ち
を
つ
く
り
た
い
と
決
意
し
、
市
議
会
に
挑
戦
し
、

３
期
目
の
任
期
満
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
毎
議
会
で
の
一
般
質
問
、

議
会
報
告
の
発
行
等
、
市
民
と
市
議
会
・
市
政
を
つ
な
ぐ

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
議
員
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
、
渋
川
の
声
を
県
政
に
届
け
る
た
め
に
、

県
政
を
皆
さ
ま
の
身
近
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
群
馬
県

議
会
議
員
選
挙
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

県
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
も
ち
ろ
ん
、
渋
川
市
民
の

声
を
県
政
の
場
ま
で
届
け
る
と
同
時
に
、
群
馬
県
政
を
市

民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
。
そ
れ
が
、

県
議
会
議
員
の
役
割
で
す
。

　

私
は
、
必
ず
県
政
・
県
議
会
報
告
を
行
い
、
分
か
る
県
政
・

身
近
な
県
政
・
役
立
つ
県
政
を
実
現
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、

掲
げ
た
約
束
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
群

馬
に
新
し
い
風
を
起
こ
す
活
動
を
す
る
こ
と
を
お

誓
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
・
ご
支
持
を
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
か
な
い
！

ま
け
な
い
！

あ
き
ら
め
な
い
！

金子わたるの[決意]

金子わたるの[歩んだ道] 金子わたるの[活動]

金子わたるの[志（こころざし）]
「群馬に新しい若い風を」

45



◎渋川宿舎

　運営開始　 昭和55年１月16日

　建設費　　４億6,888万円

　敷地面積　 5,091.34㎡

◎金島宿舎

　運営開始　平成５年４月20日

　建設費　     11億3,629万円

　敷地面積　 6,258.66㎡

小
野
上
公
民
館 

総
合
支
所
２
階
に
整
備

小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設 

市
内
４
カ
所
目
が
決
定

都
市
計
画
区
域
再
編 

小
野
上
・
赤
城
も
区
域
指
定

上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台 

舞
台
修
復
費
７
３
１
万
円

国
道
17
号　

綾
戸
バ
イ
パ
ス 

地
元
説
明
会
開
か
れ
る

駅
前
児
童
公
園
整
備 

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

雇
用
促
進
住
宅
を
買
収 

市
営
住
宅
と
し
て
使
用
計
画

上
信
自
動
車
道 

金
井
・
川
島
バ
イ
パ
ス

な
く
す
な
自
校
方
式

学
校
給
食
共
同
調
理
場 

３
カ
所
・
８
０
０
０
食
へ
変
更

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送 

20
数
カ
所
で
電
界
調
査

　

小
野
上
公
民
館
は
老
朽
化
に
伴
い
、
合

併
時
に
建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
Ｈ
20
年
11
月
に
総
合
支
所
２
階
で

の
整
備
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　

そ
の
後
、
耐
震
診
断
や
基
本
設
計
が
完

了
し
、
地
域
審
議
会
や
利
用
団
体
へ
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

整
備
規
模
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

◎
児
童
室
兼
図
書
室 

　
　
　
　
　

１
２
３
・
98
㎡ 

◎
講
義
室　

１
８
８
・
44
㎡
（
定
員
１
５
０
人
）

◎
ホ
ー
ル　

１
５
５
・
10
㎡
（
定
員
１
５
０
人
） 

◎
学
習
室　
　
　

41
・
22
㎡ 

◎
調
理
室　
　
　

44
・
62
㎡ 

◎
和
室　
　
　
　

31
・
69
㎡ 

◎
創
作
室　
　
　

28
・
58
㎡ 

◎
事
務
室　
　
　

39
・
44
㎡ 

◎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー　

42
・
16
㎡ 

　

23
年
６
月
よ
り
工
事
着
工
と
な
り
、
24

年
４
月
開
館
予
定
で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
は
、
通
い
・

泊
ま
り
・
訪
問
介
護
を
組
み
合
わ
せ
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
、

介
護
保
険
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
施

設
で
す
。 

　

渋
川
市
は
４
施
設
の
整
備
計
画
で
、
21

年
度
ま
で
に
３
施
設
が
開
設
し
て
い
ま
す
。 

　

23
年
４
月
開
設
に
向
け
て
、
最
後
の
施

設
整
備
が
金
井
地
内
で
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
渋
川
・
伊
香
保
地
区
の
全
域
と
、

子
持
・
北
橘
地
区
の
一
部
が
都
市
計
画
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、
計
画

的
な
開
発
や
一
体
的
な
都
市
政
策
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
建

築
行
為
に
対
し
て
確
認
申
請
が
必
要
と
な
る

等
、
手
続
き
が
複
雑
に
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。 

　

今
後
、
小
野
上
・
赤
城
地
区
の
一
部
も
都

市
計
画
区
域
に
指
定
し
、
用
途
地
域
の
指
定
、

見
直
し
を
行
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
要
文
化
財
・
上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台
の

修
復
事
業
費
、
７
３
１
万
９
０
０
０
円
の
補

正
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。 

　

舞
台
の
床
板
修
繕
を
中
心
に
修
復
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

国
道
17
号
綾
戸
バ
イ
パ
ス
は
、
渋
川
市

上
白
井
か
ら
綾
戸
ト
ン
ネ
ル
を
迂
回
し
て

沼
田
市
岩
本
ま
で
を
結
ぶ
全
長
２
・
３
km
の

バ
イ
パ
ス
で
す
。 

　

バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
と
な
る
上
白
井
上

組
地
区
と
赤
城
町
棚
下
地
区
で
、
用
地
測

量
・
調
査
の
土
地
立
ち
入
り
に
つ
い
て
の

地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
前
児
童
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

は
、
整
備
面
積
０
・
７
ha
で
、
総
事
業
費
は

約
１
億
１
７
０
万
円
、
21
・
22
年
度
の
２

カ
年
に
わ
た
る
事
業
で
す
。 

　

親
水
水
路
の
整
備
も
進
み
、
も
う
す
ぐ

完
成
と
な
り
ま
す
。 

　

今
後
の
都
市
計
画
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
金
井
児
童
公
園
、
四
ツ
角
１
号
公
園
整

備
と
続
き
ま
す
。

　

雇
用
促
進
住
宅
は
、
需
要
減
少
や
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
面
か
ら
、
国
の
方
針
に
よ

り
Ｈ
26
年
ま
で
に
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　

渋
川
市
内
に
は
３
施
設
・
２
４
０
戸
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
、
２
施
設
（
渋
川

宿
舎
（
半
田
）・
金
島
宿
舎
）、
１
６
０
戸

を
購
入
し
、
市
営
住
宅
と
し
て
活
用
す
る

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　

22
年
８
月
現
在
の
、
市
営
住
宅
の
待
機

者
が
72
名
い
る
こ
と
や
、
市
営
入
沢
団
地

12
号
棟
（
８
戸
）
や
県
営
住
宅
（
36
戸
）

が
上
信
自
動
車
道
渋
川
西
バ
イ
パ
ス
予
定

地
に
な
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
す
。 

　

購
入
予
定
価
格
は
１
億
５
１
０
０
万
円

で
、
建
物
は
現
状
の
ま
ま
、
既
存
入
居
者
の

10
年
間
の
居
住
保
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　

建
物
の
耐
震
や
所
得
制
限
の
問
題
等
、

市
営
住
宅

と
し
て
使

用
す
る
た

め
に
は
課

題
が
た
く

さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

上
信
自
動
車
道
は
渋
川
伊
香
保
IC
か
ら

吾
妻
を
抜
け
、
長
野
県
の
東
部
湯
の
丸
IC

を
結
ぶ
80　

の
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。 

　

渋
川
市
内
は
国
道
17
号
～
中
村
上
郷
線

～
市
役
所
通
り
～
入
沢
～
金
井
ま
で
の
渋

川
西
バ
イ
パ
ス
と
、
金
井
・
川
島
・
祖
母

島
～
箱
島
バ
イ
パ
ス
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　

渋
川
西
バ
イ
パ
ス
が
都
市
計
画
決
定
さ

れ
、
９
月
に
金
井
・
川
島
バ
イ
パ
ス
の
地

元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
島
バ
イ
パ
ス
は
設
計
段
階
で
問
題
が

生
じ
、
JR
、
東
京
電
力
と
協
議
の
結
果
、

当
初
ル
ー
ト
よ
り
西
側
・
山
沿
い
に
大
幅

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
も
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
道
路
の
必
要
性
を
含
め
、
地
元

へ
の
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
・
了
解
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
共
同
調
理
場
方
式
（
渋

川
・
子
持
・
赤
城
）
と
親
子
方
式
（
小
野
上
）、

市政 いろいろ

Ｈ 22 年４月に開設した
小規模多機能型介護施設『ありまんち』

上信自動車地元説明会

自校方式調理場

雇用促進住宅・金島宿舎
５階建、２棟、80 戸

2 階に公民館が整備となる
小野上総合支所

上三原田歌舞伎舞台で行われた
全国歌舞伎サミット

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
調
査
事
業
費
、

85
万
１
０
０
０
円
の
補
正
が
組
ま
れ
ま
し
た
。 

　

周
波
数
は
70
～
90
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
出
力

は
20　

、
市
内
20
数
カ
所
で
電
界
調
査
を

行
い
ま
す
。 

　

庁
内
研
究
会
に
お
い
て
、
防
犯
・
防
災

情
報
や
行
政
情
報
の
利
用
、
広
告
等
の
検

討
を
行
い
ま
す
。

kw

もうすぐ完成
駅前児童公園（石原）

 ①  ベイシア渋川店南側　渋川市行幸田350

　調理規模…３,０００食　

　小学校５校　中学校３校

　配送時間最短…古巻中学校　　  ３分 

　配送時間最長…伊香保小学校　２１分

 ②  旧子持北幼稚園　        渋川市中郷447-9

　調理規模…３,０００食　　　　　　　　　

　小学校６校　中学校４校                　　

　配送時間最短…中郷小学校　　  ２分　 

　配送時間最長…小野上中学校　２０分

 ③  旧赤城南診療所　       渋川市赤城町三原田82-2

　調理規模…２,０００食　

　小学校６校　中学校３校

　配送時間最短…三原田小学校　  ３分

　配送時間最長…南雲小学校　　２２分

３カ所の共同調理場案（変更案）

渋川南小　豊秋小
渋川西小　古巻小
伊香保小　渋川中
古巻中　伊香保中

渋川北小　金島小
小野上小　中郷小
上白井小　長尾小
渋川北中　金島中
小野上中　子持中

橘小　橘北小
三原田小　刀川小
津久田小　南雲小
北橘中　赤城南中

赤城北中

自
校
方
式
（
北
橘
・

伊
香
保
）
の
３
つ
の

方
式
で
調
理
を
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
、

２
カ
所
の
大
型
共
同

調
理
場
方
式
と
す
る

計
画
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。 

　

一
方
で
、
北
橘
地

区
・
伊
香
保
地
区
の

自
校
方
式
を
存
続
さ

せ
、
他
地
区
に
も
自

校
方
式
を
拡
充
し
て

欲
し
い
と
い
う
請
願

が
２
回
出
さ
れ
ま
し

た
。
Ｈ
22
年
3
月
議
会
で
は
、
給
食
調
理

場
再
編
整
備
に
関
す
る
予
算
に
つ
い
て
は

「
市
民
と
の
合
意
の
上
で
執
行
す
る
こ
と
。」

と
い
う
付
帯
決
議
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
今
回
の
変
更
案
は
自
校
方
式

を
存
続
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
廃
止
す

る
も
の
で
す
。「
市
民
と
の
合
意
」
も
形
成

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　

学
校
給
食
は
、
子
ど
も
の
健
康
・
食
育
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
も
の
で
す
。 

　

こ
の
ま
ま
で
は
自
校
方
式
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
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    補正予算額         109億 126万円を追加し
    当初予算          6,581億3,100万円と合わせて
 現在の予算額    6,690億3,226万円となりました。

  補正予算の主なもの

 ① 小児医療センター管理棟増築　 1,680万円（北橘地区）

 ② 児童養護施設整備費補助　　　3,810万円（子持地区）

 ③ ぐんまの木で家づくり支援　　                         2,000億円

　　　・省エネ住宅割増補助　                         30戸→160戸

　　　・構造材補助　　　　　　                  400戸→800戸

 ④ 地域子育て創生事業　　　　                    8億2,738万円

 ⑤ 自殺対策強化事業　　　　　                           1,349万円

 ⑥ 新型インフルエンザ補助　　                     3億1,200万円

 ⑦ 公共事業費の増額　　　　                      17億5,000万円

 ⑧ ふるさと雇用再生事業　　　                                     4億円

◎平成21年12月では（21年12月10日支給）
　12月給料　830,000円×0.95             ＝ 788,500円（5％の減額）

　ボーナス　830,000円×1.45×1.65＝1,985,775円

　     合 計       788,500円+1,985,775円 =2,774,275円

◎平成22年６月では（22年６月30日支給）
　 6月給料　 830,000円×0.95             ＝ 788,500円

　ボーナス　830,000円×1.45×1.45＝1,745,075円

　     合 計       788,500円+1,745,075円=2,533,575円

※この他に政務調査費30万円が毎月支払われます。

給料・ボーナスは

小児医療センター

建て直される園舎別棟（子持山学園）

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
増
築
工
事

子
持
山
学
園

施
設
整
備
費

補
助
追
加

お
し
え
て

  

９
月
補
正
予
算

　

Ｈ
22
年
４
月
の
当
初
予
算

で
事
業
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
）

増
床
３
床
に
伴
う
看
護
師
の

増
員
等
に
対
応
し
、
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
の
増
築

工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

総
事
業
費
３
９
３
０
万
円

で
、
現
在
の
管
理
棟
の
一
部

に
２
・
３
階
部
分
を
増
築
し
、

更
衣
室
の
拡
充
、
医
療
安
全

管
理
室
の
移
設
等
を
行
い
ま

す
。

　

子
持
地
区
・
吹
屋
に
あ
り

ま
す
児
童
養
護
施
設
『
子
持

山
学
園
』
へ
、
耐
震
診
断
に

よ
っ
て
改
築
の
必
要
性
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
建
物
へ
の

補
助
が
、
３
１
９
１
万
円
増

額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
小
規
模
グ
ル
ー

プ
ケ
ア
加
算
」
が
６
１
９
万

円
追
加
さ
れ
、総
額
３
８
１
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

[

質  

問]

　

県
会
議
員
さ
ん
の
お
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
は

い
く
ら
位
に
な
っ
て
い
る
の
か
し
ら
？

　

私
、
一
度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
教

え
て
く
だ
さ
い
。

[

答  

え]

　

群
馬
県
議
会
議
員
の
報
酬
（
給
料
）
は
、

県
財
政
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、
県
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
る
額
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
月
で
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
左
記
の
表
参
照
）。

　

こ
の
他
に
も
議
会
に
出
席
す
る
毎
に
一
日

当
た
り
５
４
０
０
円
（
渋
川
地
区
選
出
の
場

合
）
の
旅
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

県
会
議
員
の
地
位
や
活
動
か
ら
見
て
、

こ
の
給
料
・
ボ
ー
ナ
ス
は
「
高
い
、
安
い

･･･

」。
市
民
の
皆
さ
ま
は
ど
う
感
じ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？

　

見
え
る
県
政
・
身
近
に
感
じ
る
県
議
会
活

動
を
通
じ
て
、
県
民
の
付
託
に
応
え
る
こ
と

が
県
会
議
員
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

９月定例県議会開かれる
県政

いろいろ
　９月 21 日から 10 月 20 日まで 30 日間にわたり定例県議会が開かれました。大澤知事から雇用
対策、景気回復、子育て支援等に重点をおいた「県民生活の安心・安全の確保」「県内経済の活力
向上」という２つの柱に沿った補正予算の方針が打ち出されました。

≪議会報告発行資金にご協力ください≫
　初当選以来、発行を続けてきた議会報告も100号となりました。

　より充実した「わ･わ･わ通信」を発行し続けるために、
みなさまのご協力をお願いいたします。

振込先：ゆうちょ銀行  口座番号10360-11733721 金子渡

渋川高校ー獨協大学卒　28歳で渋川市議会議員初当選  ３期目
群馬若手議員の会役員、自治体議会政策学会員、消防団第6分団分団長、
(社)渋川青年会議所監事、渋川商工会議所青年部理事、渋川市体育協会理事
議会では環境、教育、財政、福祉、まちづくりと幅広く発言・提案

金子わたる（渡） 1970年生まれ  40歳   妻と子２人の家族


